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本研究は自己価値が脅かされた男性において、女性に対する潜在的偏見が強く生じるかを検討した。事前にローゼンバーグの自
尊心尺度に回答した男性参加者は、知的テストとパーソナリティ・テストのネガティブ・フィードバックを受けたか、あるいは受けなかっ
た。その後、参加者は女性とネガティブ評価概念との連合強度を測定するシングルカテゴリIATを行った。結果として、高い自尊心を
もつ男性参加者において、ネガティブ・フィードバック条件のほうがフィードバックなし条件よりも、女性とネガティブ評価概念とを強く
結びつけていた。この結果は、男性は自己価値が脅かされた場合に、女性の評価を下げたり蔑視したりすることで、自己価値を回復
させようとすることを示唆している。 
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問題 
近年の平等主義的な風潮から、男女間の偏見や差別
は以前より強くは感じられなくなり、あからさまな形では表
明されることは少なくなってきている。しかし、依然として
男女間の偏見や差別の問題は根深いと考えられる。本研
究は、男性は自らの価値が脅かされた場合に、女性を否
定的に評価し得ることを示そうとするものである。特に潜
在的偏見に注目し、自己価値が脅威にさらされた男性に
おいて、非意識的に女性とネガティブ評価概念を結びつ
ける反応が強まるかを検討した。 
偏見の自己高揚機能 
集団間態度の文脈においては、偏見は外集団に向け
られた否定的な態度のことをさす(Dovidio & Gaertner, 
1986)。偏見は外集団の価値を貶めることであるが、それ
ばかりでなく外集団の価値と比較して内集団の価値を高
揚させることにもつながる。このように偏見は集団の価値
に関わるものであるが、偏見は当該の集団と関わる人に
とっては自己価値の高揚感をももたらす (Fein, 
Hoshino-Browne, Davies, & Spencer, 2003)。例えば、
自分が所属している内集団が外集団よりも優れていると
感じたり、価値が劣る外集団が存在していると感じたりす
れば、その集団の価値を自己に反映させることで、自己
価値が高いと感じることができる。 
偏見が自己高揚的な機能をもつ証拠として、自己価値
への脅威状況において、偏見が強く生じるということがあ
る。人は自己高揚動機をもつために、自己価値が高く維
持されることを望むが、場合によっては、自己価値が脅か
され、高い自己価値の維持が困難な場合もある(テストで
上手くいかなかった、他者から拒絶された、自分の魅力
がないと感じた)。自己価値への脅威にさらされると、強い
不快感が生じるため、人は脅威に対処し、自己価値を回
復させるための行動に動機づけられる。自己価値への脅
威状況において、外集団の偏見がより生じるようになり、
そして偏見を用いることが自己価値の回復につながるな
らば、偏見は自己高揚機能をもっているといえるだろう。
実際に、先行研究は脅威下において偏見が強まることを
示している(Crocker, Thompson, McGraw, & Inger-
man, 1987; Taylor & Lobel, 1989)。Fein & Spencer 
(1997)は、参加者にテストのネガティブな結果をフィード
バックすることで自己価値に脅威を与え、その後にマイノ
リティ外集団(ゲイ男性、ユダヤ人)の成員に対する顕在
的評価をさせた。結果として、脅威にさらされた参加者に
おいて、脅威にさらされていない参加者と比べて、それ
らマイノリティ外集団成員への評価がより否定的となる傾
向がみられた。そして重要なことに、脅威を受けた参加
者においては、外集団への偏見の度合いと状態自尊心
の程度とに関係があり、外集団成員をより否定的に評価
した人において状態自尊心が回復することがみられた。
こうした結果は、外集団を否定的に評価することが脅威
下においては、自己価値の高揚につながることを示して
いる。 
脅威下における潜在的偏見 
先行研究では主に意識的に表される偏見、すなわち
顕在的偏見が扱われることが多かったが、近年では、顕
在的偏見の背景に生じる潜在的偏見が注目されている
(Greenwald & Banaji, 1995)。潜在的偏見とは、質問紙
測度などの顕在測度では捉えにくい、評価概念の活性
化などのような非意識的な偏見反応のことをさす。特にこ
こでは、外集団とネガティブ評価概念が結びつけられる
反応を潜在的偏見として議論する。潜在的偏見が注目さ
れてきている理由としては、潜在的偏見の発生が顕在的
偏見に先立ち、かつ顕在的偏見に重要な影響を与えて
いると考えられることからくる。ある事物との接触は、記憶
において当該の事物と結びつけられた評価的概念を自
動的に活性化させる(Bargh, Chaiken, Govender, & 
 Pratto, 1992; Fazio, Sanbonmatsu, Powell, & 
Kardes, 1986)。もしある外集団が記憶においてネガティ
ブ評価概念と結びつけられているならば、外集団成員と
の接触は、ネガティブ評価概念を自動的に活性化させる
(Devine, 1989)。活性化は外集団との接触によって自動
的かつ急速に生じるものであり、後続に生じる顕在的偏
見や差別的行動の発生に強く関わる(Amodio & Devine, 
2006; Petty, Fazio, & Briñol, 2009)。このように顕在的
偏見が生じるプロセスを考える上で、潜在的偏見は重要
な役割を果たすといえる。 
いくつかの研究は、自己価値への脅威下においては、
潜在的偏見が強まることを示している(石井・沼崎, 2011; 
Sinclair & Kunda, 1999; Spencer, Fein, Wolf, Fong, 
& Dunn, 1998)。Spencer et al.(1998)は、脅威を受け
た参加者に、マイノリティの外集団 (アジア人女性、黒人) 
をプライムし、その後の単語完成課題において外集団の
ネガティブなステレオタイプ関連語がどの程度作られた
かを測定した。その結果、脅威を受けた参加者において
ネガティブなステレオタイプ関連語がより多く作られてい
た。これは、脅威下において、外集団に関連した刺激の
呈示によって、ステレオタイプ的ネガティブ評価概念が
活性化したためだと考えられる。こうして脅威下において
潜在的偏見が強まることによって、外集団に対する否定
的な顕在的評価が生じやすくなるのだと考えられる。 
本研究は、潜在測度としてシングルカテゴリ
IAT(Karpinski & Steinman, 2006: シングルカテゴリ
IAT の説明については後述)を用い、自己価値への脅威
下において潜在的偏見が強く生じるかを検討した。 
脅威下における女性に対する潜在的偏見 
本研究は、自己価値が脅威にさらされた男性において、
女性に対する潜在的偏見が生じるかを検討した。男性に
おける女性に対する偏見を扱ったのは、自己価値が脅
威にさらされていない状況においては否定的な潜在的
態度が生じない外集団に対しても、脅威下においては否
定的な潜在的態度が生じるようになるかを明らかにする
ためである。ここまでの議論では外集団と一括りにしてき
たが、さまざまな集団関係においては、嫌悪的な評価が
向けられやすい外集団もあれば、好意的な評価が向けら
れやすい外集団もある。脅威と潜在的偏見を扱った先行
研究においては、マイノリティ集団のような、歴史的に蔑
視の対象であり、社会的に否定的な価値を付与される集
団（黒人、ゲイ男性、ユダヤ人女性）が扱われてきた
(Sinclair & Kunda, 1999; Spencer et al., 1998)。そう
したマイノリティ集団に対しては、脅威にさらされていな
い状況においても潜在的偏見が生じやすいことが示され
ている(Jost, Pelham, & Carvallo, 2002; Nosek, Ba-
naji, & Greenwald, 2002)。この点を考えると、先行研
究はもともと潜在的偏見が生じやすい外集団を扱い、そ
うした外集団への潜在的偏見が脅威下においてさらに強
まることを示してきたといえる。 
ならば、もともと潜在的偏見がそれほど強く生じにくい
外集団に対しても、脅威下においては強い潜在的偏見
が生じるようになるのだろうか。潜在的偏見がそれほど強
くもたれない外集団として、男性における女性という外集
団が考えられる。男女に関する潜在的偏見を扱ったいく
つかの研究は、少なくとも自己価値が脅威にさらされて
いない男性において、女性をネガティブ評価概念と結び
つける潜在的偏見が生じにくいことを指摘している(石井・
沼崎, 2009; Rudman & Goodwin, 2004)。Rudman & 
Goodwin(2004)は、男女を参加者とし、IAT(Greenwald, 
McGhee, & Schwartz, 1998)を用い男女カテゴリと一般
的なポジティブ、ネガティブ評価概念との結びつきを検
討した。その結果、同性よりも異性とネガティブ評価概念
を結びつける内集団バイアスは、男性参加者のほうが女
性参加者より弱いことが一貫した結果として示された。ま
た重要なことに、内集団バイアスを示す IAT 効果の効果
量は、男性において概して小さく、有意な効果がみられ
ないこともあった。石井・沼崎(2009, 研究 1)は、日本に
おいても同様に男性は女性よりも内集団バイアスの傾向
が弱いこと、男性において内集団バイアスを示す有意な
効果はみられないことを示している。このように内集団バ
イアスが弱い理由として、Rudman & Goodwin(2004)
は、男性は記憶において、女性を母親イメージや異性と
結びつけ、また同性である男性を脅威と結びつけている
ために、男女に関する潜在的態度の内集団バイアスが
生じにくいことを示している。これらの結果は、あくまで男
性への評価と女性への評価との相対的な差として、女性
にネガティブ評価概念を結びつけにくいということを示す
ものである。しかし、マイノリティ外集団への潜在的偏見と
比べると、脅威にさらされていないとき、男性は女性に対
してはそれほど強い潜在的偏見をもたないことを示唆す
る結果であるといえよう。 
ならば、自己価値への脅威下においては、女性に対
する潜在的偏見はどのようになるだろうか。石井・沼崎
(2011)は、男性を参加者とし、自己価値への脅威下にお
ける、男女に関する潜在的態度の内集団バイアスを検討
している。彼らは、参加者にテスト結果のネガティブ・フィ
ードバックを与えることによって脅威を操作し、その後、
IAT によって潜在的態度を測定した。その結果、脅威下
におかれた男性において、男性をポジティブ評価概念と
結びつけ、女性をネガティブ評価概念と結びつける内集
団バイアスがみられた。また、石井・沼崎(2011)は、脅威
下における男女に関する潜在的態度の内容として、一般
的潜在的態度とステレオタイプと関連した潜在的態度を
 考慮し(Wittenbrink, Judd, & Park, 1997, 2001)、そ
れらのうちいずれの内集団バイアスが生じるかを検討し
ている。一般的潜在的態度の内集団バイアスとは、内外
集団に対してステレオタイプとは関連のない一般的なポ
ジティブ評価概念やネガティブ評価概念(良い、悪い)を
結びつけることをさす。特にここでは男性に一般的なポ
ジティブ評価概念を結びつけ(男性は良い)、女性に一般
的なネガティブ評価概念を結びつけることをさす(女性は
悪い)。対して、ステレオタイプと関連した潜在的態度の
内集団バイアスの本研究での定義は、内集団に対して内
集団ステレオタイプに関連したポジティブ評価概念を結
びつけ(e.g., 男性は有能)、外集団に対して外集団ステ
レオタイプに関連したネガティブ評価概念を結びつける
ことをさす(e.g., 女性はうるさい)。一般的潜在的態度もス
テレオタイプと関連した潜在的態度もともに潜在的態度
であることには変わりないが、内集団バイアスの現れかた
が異なることがいくつかの研究で示されている。例えば
内集団バイアスはステレオタイプに関連付けた潜在的態
度のほうが一般的潜在的態度と比べて強く表れやすいこ
とが示されている(石井・沼崎, 2009; Wittenbrink et al., 
1997, 2001)。特に男女に関する潜在的態度として、石
井・沼崎(2009)は、男性は脅威を受けていない場合には、
ステレオタイプと関連付けた潜在的態度においては内集
団バイアスをみせるが、一般的潜在的態度としては内集
団バイアスをみせないことを示している。石井・沼崎
(2011)は、こうした 2 つの潜在的態度の内集団バイアス
のタイプについて考慮し、脅威下ではステレオタイプと関
連した潜在的態度と一般的潜在的態度の両方において
内集団バイアスが強まることを示している。これらをまとめ
ると、自己価値の脅威下におかれた男性において、男性
とポジティブ評価概念を結びつけ、女性とネガティブ評
価概念を結びつける潜在的態度の内集団バイアスが生
じ、かつそれはステレオタイプの関連の有無に関わらず
生じるということになる。 
それでは、脅威下におかれた男性において、女性とネ
ガティブ評価概念を結びつける潜在的偏見が生じると言
っていいのだろうか。石井・沼崎(2011)の結果では、必ず
しもそれを断言はできない。それは石井・沼崎(2011)が、
IAT を用いて潜在的偏見を測定したことが関わっている。
IAT は、概念間の連合を測定する測度であるが、単一の
対象に対する態度ではなく、2つの対象への態度の相対
的な差を測定する測度である。IAT では、①男性関連語
とポジティブ語、女性関連語とネガティブ語を同キーで判
断させるブロック(男性ポジティブ・ブロック)と、②女性関
連語とポジティブ語、男性関連語とネガティブ語を同キー
で判断させるブロック(女性ポジティブ・ブロック)の 2つの
ブロックのそれぞれの反応時間を測定し、その平均反応
時間の差から男女に関する潜在的態度の強さを算出す
る。そして、もし男性ポジティブ・ブロックのほうが女性ポ
ジティブ・ブロックよりも反応時間が速かったならば、その
人は男性とポジティブ評価概念を結びつけ、女性とネガ
ティブ評価概念を非意識的に結びつけたということにな
る。IAT において注意すべき点は、男性と女性それぞれ
に対する個々の潜在的態度が測定できるわけではなく、
男性への態度と女性への態度の相対的な差として男女
に関する潜在的態度が測定されるという点である。すな
わち IAT によって男女に関する潜在的態度を測定した
場合には、男性と女性のそれぞれの態度が混入している
ことになり、いずれの対象への態度が反映されているか
はわからないのである。 
このように IAT を用いた研究では、男女に関する潜在
的態度に内集団バイアスが生じたからといって、必ずしも
女性に対する否定的な態度が強まっているとはいえない。
Brewer(1999)は内集団バイアスの成分には、内集団に
対する好意的態度と外集団に対する敵意的な否定的態
度があり、それぞれは独立に生じ得ることを指摘している。
つまり、態度に内集団バイアスが生じたときには、外集団
に対して否定的な態度が生じたとも考えられるし、内集団
に好意的な態度が生じたとも考えられ、必ずしも両方が
生じているとは限らないのである。石井・沼崎(2011)にお
いて示された内集団バイアスも，女性に対してネガティブ
評価概念を結びつけたため生じたのではなく、男性に対
してポジティブ評価概念を結びつけたため生じたのかも
しれない。 
自己価値への脅威が生じたときに、女性という単一の
対象概念に対してネガティブ評価概念を結びつける潜在
的偏見が生じるのだろうか。このことを明確に示すために
は、男性に対する潜在的態度を反映しない形で、女性に
対する潜在的態度を測定する必要がある。 
本研究の概要 
本研究は女性という単一の態度対象への潜在的偏見
に注目し、自己価値への脅威状況におかれた男性が、
非意識的に女性とネガティブ評価概念を結びつけるかを
検討した。男性への潜在的態度を反映しない形で、女性
への潜在的偏見を測定するために、単一の対象への態
度を 測定す る 測度で あ る シ ン グ ル カ テ ゴ リ
IAT(Karpinski & Steinman, 2006: 以下SC-IATと略
記)を用いた。SC-IATは基本的な手続きとしては IAT と
ほぼ同じであるが、態度対象に関する判断は IAT のよう
に2つではなく(男性、女性)、1つのみである(女性)。IAT
は、2 つの態度対象への判断を行わせることで、1 つの
対象に対する評価概念の結びつきではなく、2 つの対象
に関する評価概念の結びつきの相対的な差を測定して
いたが、SC-IATは1つの対象に対する評価概念の結び
 つきを測定することを目的とする。Karpinski & Stein-
man(2006)は、SC-IAT のような単一の対象への判断の
みを行う IAT についての信頼性と妥当性を検討しており、
こうした手続きで単一の態度対象に対する評価概念の結
びつきが測定できることを確認している。具体的には、参
加者に①ポジティブ語を F キー、女性関連語とネガティ
ブ語を Jキーで判断させるブロック(女性ネガティブ・ブロ
ック)と、②女性関連語とポジティブ語を F キー、ネガティ
ブ語を Jキーで判断させるブロック(女性ポジティブ・ブロ
ック)という 2 つの課題を行わせる。本研究では、女性ポ
ジティブ・ブロックよりも女性ネガティブ・ブロックのほうで
反応時間が速くなることを、女性に対する潜在的偏見の
表れとした。 
本研究では、このように測定される女性に対する潜在
的偏見が、脅威下において増加するかを検討した。自己
価値への脅威は、テストのネガティブな結果のフィードバ
ックを与えることによって操作した。具体的には、参加者
に対人的な特性と仕事に関する能力を測定するとされる
テストを受けさせ、それらについてのネガティブな結果の
フィードバックを与えるか否かによって操作した。 
本研究は、脅威による潜在的偏見への影響の調整要
因として、顕在的自尊心の高さの個人差を考慮した。顕
在的自尊心の高い人はポジティブな自己イメージの一貫
性を保つために自己を脅かす情報に敏感に反応しやす
いことが指摘されている(Baumeister, Smart, & Boden, 
1996; Crocker & Park, 2004)。この議論と関連し、少な
くとも偏見研究においては、顕在的自尊心が高い場合に、
脅威による影響を受けやすいことが示されている。
Crocker et al.(1987)は、ネガティブ・フィードバックを受
けた後の顕在的偏見に顕在的自尊心の高さによる違い
があるかを検討しており、自尊心の高い参加者において
は、ネガティブ・フィードバックを受けることで顕在的態度
の内集団バイアスが強まるが、自尊心の低い参加者にお
いては強まらないことを示している。このように先行研究
では、顕在的自尊心の高さが脅威下における顕在的偏
見の増加と関わることを示している。本研究は、潜在的偏
見についても、顕在的偏見への影響と同様な、顕在的自
尊心による調整効果が生じるかを検討した。仮説として、
顕在的自尊心の高い人は、顕在的自尊心の低い人と比
べて、ネガティブ・フィードバックよる潜在的偏見の増加
効果がより強いことを予測した。 
また、女性に対する潜在的偏見を測定するにあたり、
石井・沼崎(2011)と同様に、一般的潜在的偏見と潜在的
ステレオタイプ的偏見という潜在的偏見のタイプについ
ても考慮した。ここでの定義として、一般的潜在的態度は、
女性と女性ステレオタイプと関連しないネガティブ評価概
念とを結びつけることであり、潜在的ステレオタイプ的偏
見は、女性と女性ステレオタイプに関連したネガティブ評
価概念とを結びつけることである。こうした 2つのタイプを
区別して測定するために、石井・沼崎(2011)と同様に、判
断するカテゴリ・ラベルは同じだが、異なる刺激項目を用
いた 2つの SC-IATを使用した。IATでは、判断するカ
テゴリ・ラベルが同じであっても呈示される刺激の性質が
異なる場合には、異なる連合が測定されることが指摘さ
れている(詳細なプロセスについては、Govorun & Wil-
liams, 2004; 石井・沼崎, 2009)。例えば石井・沼崎
(2009)は、ジェンダー態度 IAT において、ネガティブ刺
激項目として女性のステレオタイプに関連した刺激項目
が呈示された場合、女性と一般的なネガティブ評価概念
との結びつきではなく、女性とステレオタイプに関連した
ネガティブ評価概念との結びつきが測定されるとしてい
る。本研究では、女性のステレオタイプと関連しないネガ
ティブ語を刺激として用いることで女性への一般的潜在
的偏見を測定する SC-IAT(一般的偏見SC-IAT)と、ステ
レオタイプと関連したネガティブ語を刺激として用いるこ
とで女性への潜在的ステレオタイプ的偏見を測定する
SC-IAT(ステレオタイプ的偏見 SC-IAT)の 2つを用意し、
脅威による影響の違いが現れるかを検討した。 
本研究の仮説は以下のとおりである。ネガティブ・フィ
ードバックを受けた男性において、フィードバックを受け
ていない男性よりも、女性に対する潜在的偏見が強くみ
られるだろう。このフィードバックによる潜在的偏見への
影響は、顕在的自尊心の高さによって調整を受け、自尊
心の高い男性においてより強くみられるだろう。また、潜
在的態度のタイプの違いに関して、全体的な傾向として
は一般的偏見 SC-IAT よりもステレオタイプ的偏見
SC-IAT のほうが潜在的偏見は強くみられるが、石井・沼
崎(2011)と同様に、脅威を受けることによる影響について
は、SC-IAT タイプによる違いはみられないことを予測し
た。 
 
方法 
実験参加者 首都大学東京または東京都立大学の男
子大学生39名が実験に参加した。回答に欠損のなかっ
た 37名を分析の対象とした。参加者にはレポートを提出
することにより一般教養科目「心理学」の授業の加点され
ることを予告していた。参加者には、本実験の約2ヶ月前
の講義において集団でローゼンバーグの自尊心尺度の
日本語版(星野, 1970)に回答させ、顕在的自尊心の個人
差を測定していた( M = 2.79, SD = .71)。参加者を、フィ
ードバックなし条件、フィードバックあり条件にランダムに
割り当てた。 
装置 実験に使用した装置は、TOSHIBA 製のノート
PC、dynabook AX/650LSであった。実験手続きに関す
 る制御にはMillisecond Software社の Inquisitを用い
た。 
刺激項目 SC-IAT においては、女性名、ポジティブ
語、ネガティブ語、男性関連ポジティブ語、女性関連ネガ
ティブ語という 5タイプの文字刺激項目を使用した。すべ
ての刺激は、石井・沼崎(2011)で用いられた刺激と同じ
であった 2 )。女性名には、本試行用の項目として、ようこ、
はるか、あゆみ、さちこ、ゆうこ、の 5 語を用いた。ポジテ
ィブ語には、輝かしい、元気、笑い、見事な、平和、の 5
語、ネガティブ語には、痛ましい、ひどい、恐ろしい、苦
悩、失敗、の 5語、男性関連ポジティブ語には、有能、決
断力のある、自信のある、指導力のある、勇敢な、の 5語、
女性関連ネガティブ語には、うるさい、うわさ好き、でしゃ
ばり、おせっかい、おしゃべり、の 5語を用いた。 
SC-IATタイプ SC-IATには2タイプあり(一般的偏見
SC-IAT、ステレオタイプ的偏見 SC-IAT)、判断するカテ
ゴリ・ラベルと実施の手順は同じだが、用いられる刺激項
目がそれぞれ異なっていた。一般的偏見SC-IATでは、
女性名、ポジティブ語、ネガティブ語を刺激項目として用
いた。ステレオタイプ的偏見SC-IATでは、女性名、男性
関連ポジティブ語、女性関連ネガティブ語を用いた。 
手続き 実験は 1 人ずつ個別に行った。まず、実験の
参加承諾に関する説明を受けた後に実験の説明に入っ
た。性格検査と思考能力テストを検討する実験と、認知判
断に関連する実験の 2つを行うと説明した。 
脅威の操作 本実験の操作および手続きは、石井・沼
崎(2011)とほぼ同様に行った。まず、PC上で性格検査と
思考能力テストという 2 つのテストを行った。性格検査は、
文章を呈示し、5 件法での回答を求めるものであり、一方
で、思考能力テストは、図形に関する判断を求めるもの
であった。思考能力テストについては、条件ごとに難易
度は異なっており、フィードバックなし条件では、参加者
は、難易度の易しい問題を、比較的長時間をかけて行う
ことができたが(1問ごとの制限時間を 30秒)、フィードバ
ックあり条件では、難易度の高い問題を、短い時間で解
かなければならなかった(1問ごとの制限時間を 10秒)。 
2つのテストが終了した後、「性格検査は対人的な特性、
思考能力テストは仕事に関連した特性を測定しており、こ
れらは将来の成功に関連する」とテストで測定される特性
についての概説を行った。これは自己にとって重要な特
性が測定されるという認識を促すためのものであった。そ
の説明が終わった後、結果のフィードバックの操作を行
った。フィードバックあり条件の参加者には、PC の画面
上に 2 つのテストの成績を表示することでフィードバック
した。表示された結果は偽のネガティブな結果であり、E
評価(A～Fの間の評価で下から 2番目)であり、これまで
テストを受けた男性大学生「110人中 85位～104位」に
位置するというものであった。対して、フィードバックなし
条件には、成績は次の実験後に返すと説明し、フィード
バックを行わなかった。フィードバックに関する操作を行
った後に、1つ目の実験は終わりと告げた。 
SC-IAT の実施 SC-IAT を実施する直前に、自身の
ジェンダーについて顕現化をさせる目的で、簡単な性別
のチェックを挿入した。「あなたは男性ですね」という単純
な確認の文章を呈示し、はい・いいえで回答させた。 
次に、認知判断のテストと称して、SC-IAT を行わせた。
参加者に 2つの SC-IAT を両方行わせた。いずれの参
加者にも、ステレオタイプ的偏見SC-IATを先に行わせ、
次に一般的偏見 SC-IAT を行わせた。SC-IAT は、
Karpinski & Steinman(2006)を参考にして作成した。
SC-IAT では、画面に単語を呈示し、その単語が指定さ
れたカテゴリのうちどれに含まれるかをキー押しで判断さ
せた。正解の場合にはそのまま課題が続いたが、不正解
の場合は画面に“×”が表示された。キー押しをすると、
800ms の試行間隔をおいて次の試行となった。ブロック
は、①女性ネガティブ・ブロック、②女性ポジティブ・ブロ
ックの 2 ブロックに分かれていた。①と②のブロックのい
ずれを先に行うかについては、参加者間でカウンター・
バランスをとった。 
それぞれのブロックで行われた課題は以下のとおりで
あった。①女性ネガティブ・ブロックでは、女性名・ポジテ
ィブ語・ネガティブ語を呈示し、好ましい単語であった場
合は「F」キー、好ましくない言葉または女性名だった場
合は「J」キーを押すことで判断させた。試行は全部で 72
試行であった。それぞれの単語カテゴリへの反応数が同
じだったり、左右のキーに割り当てられる単語の数が均
等であったりした場合、反応バイアスが生じる可能性があ
る。そのため左右のキーに割り当てられる単語の比率を
不釣合いにすることで反応バイアスを回避しようとした
(Karpinski & Steinman, 2006)。女性ネガティブ・ブロ
ックでは、女性名・ポジティブ語・ネガティブ語の出現比
率を、5: 8: 5とした。②女性ポジティブ・ブロックでは、①
と女性名を判断する際のキーの位置を入れ替え、好まし
い単語または女性名であった場合は「F」キー、好ましく
ない言葉の場合は「J」キーを押すことで判断させた。女
性名・ポジティブ語・ネガティブ語は、5: 5: 8の出現比率
で呈示した。刺激項目はすべてのブロックにおいてラン
ダムな順序で呈示した。 
操作チェックを含む質問項目への回答 2 つの
SC-IATが終了した後、操作チェックおよび、操作の妥当
性を確認するためのいくつかの質問項目に回答させた。
操作チェック項目は「結果のフィードバックを受けました
か」という項目に 2 段階(1: はい・2: いいえ)で回答を求
めるものと、その項目に「はい」と答えた場合に回答する
 「フィードバックされた結果はどのようなものでしたか？」
という質問への7件法(1: 悪かった～7: よかった)での回
答が対応していた。そのほかに、操作の妥当性を確認す
るため項目として、「思考能力テストはどれくらいできまし
たか?」(7件法、1: ほとんどできなかった～7: ほとんどで
きた)といった質問に回答させた。質問紙への回答後、参
加者に本当の目的を告げ、デブリーフィングを行った。
最後に再度データの使用を承諾するかどうかを確認し、
実験を終了した。 
 
結果 
操作チェックおよび質問項目 操作チェックのため、脅
威状況においてフィードバックされた結果が悪かったと
認識されていたかの確認を行った。まず、「結果のフィー
ドバックを受けましたか」という項目には、フィードバックあ
り条件のすべての参加者が「はい」、フィードバックなし条
件のすべての参加者が「いいえ」と回答しており、この設
問で「はい」と回答した場合には、フィードバックされた結
果を悪かったと評定しており( M = 1.60)、この項目で中
点以上をつけた参加者はいなかった。また、この評定と
自尊心の高さとの相関関係はみられなかった( r = .06, 
ns)。その他の項目として、「思考能力テストはどれくらい
できましたか?」の項目の得点について、自尊心(連続量) 
× フィードバック(あり vs. なし; 参加者間)を要因とした一
般線形モデルを用いた分析をおこなった。その際、自尊
心は標準化した値を投入した。フィードバックの主効果の
みがみられ( F (1, 33) = 38.60, p < .001)、フィードバック
なし条件よりもフィードバックあり条件のほうができていな
いと答える傾向にあった( Ms = 4.21, 1.61)。これらの結
果は脅威の操作の妥当性を示しているといえよう。 
潜在的偏見への効果 次に潜在的偏見への効果を検
討した。潜在的偏見の指標として、SC-IAT のブロック間
の反応の差を示す値である D 値を用いた(Greenwald, 
Nosek, & Banaji, 2003)。SC-IATにおけるD値の算出
は、Karpinski & Steinman (2006)に従い次の手順で
行った。まず、それぞれのブロックの72試行のうち、始め
の 18 試行は練習試行として分析から除外した。300ms
以下、10000ms 以上の反応を外れ値として設定したが、
そうした反応はなかったため、すべての反応を分析に用
いた。また、誤反応も分析に用いた。次に、②ブロックの
平均反応時間から①ブロックの平均反応時間を減算した。
その平均反応時間の差を、①、②ブロックをプールした
標準偏差で割り、算出された値を女性への否定的態度を
示すD値とした 3 )。このD値が大きいほど、女性とネガテ
ィブ評価概念を結びつける潜在的偏見が強いことにな
る。 
D 値を従属変数として、自尊心 × フィードバック × 
SC-IAT タイプを要因とした一般線形モデルを用いた分
析を行った。また、有意な効果がみられた場合には、そ
れぞれの期待値に対して 0からの t検定を行い、有意な
潜在的偏見の効果がみられるかを示した。まず SC-IAT
タイプの主効果がみられ( F (1, 33) = 21.91, p < .001)、
全体的な傾向として一般的偏見SC-IATよりも( M = -.14, 
t (33) = - 2.55, p < .05)、ステレオタイプ的偏見SC-IAT
のほうが潜在的偏見が強くみられた( M = .28, t (33) = 
3.91, p < .001)。この効果は、女性とネガティブ評価概念
を結びつける傾向は、一般的潜在的偏見よりもステレオ
タイプ的偏見のほうが強いことを示している。 
自己価値への脅威が関わる効果として自尊心 × フィ
ードバックの交互作用効果が有意であった( F (1, 33) = 
5.17, p < .05)。この結果を詳しくみるため、自尊心が高
い場合と低い場合それぞれに分けて、フィードバックなし
条件とフィードバックあり条件のD値の期待値を算出した。
期待値の算出にあたり、自尊心が高い場合は自尊心が 
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Figure 1 Implicit prejudice to women as a function of 
feedback and trait self-esteem (low self-esteem: - 1SD, 
high self-esteem: 1SD). Implicit prejudice to women 
means the association between women and negative 
attributes. 
 
1SDの期待値、自尊心が低い場合は - 1SDの期待値を
用いた。Figure 1にはD値の期待値を示した。また、自
尊心の水準によってフィードバックによる効果が異なるか
をみるために、一般的偏見 SC-IAT とステレオタイプ的
偏見 SC-IAT の D 値を平均化した値を算出し、Simple 
Slope 検定によって、自尊心の高い参加者(1SD)と低い
参加者( - 1SD)それぞれにおけるフィードバックの効果
を検定した。また、この分析についても有意な効果がみ
られた場合には、それぞれの期待値に対して 0 からの t
検定を行い、有意な潜在的偏見の効果がみられるかを
示した。すると、自尊心の低い参加者においてはフィード
バックなし条件 ( M = .17, t (33) = 1.73, p = .09) とフィ
ードバックあり条件 ( M = .04, t (33) = .04, ns) との間に
有意な差はみられなかったが ( t (33) = - 1.00, ns)、そ
 れに対して、自尊心の高い参加者においては、フィード
バックによる効果がみられ、フィードバックなし条件 ( M 
= -.12, t (33) = - 1.18, ns) よりもフィードバックあり条件 
( M = .19, t (33) = 2.05, p < .05) のほうがD値が大きか
った (t (33) = 2.27, p < .05)。また、それぞれのフィード
バック条件ごとに自尊心 × SC-IAT タイプを要因とした
一般線形モデルを用いた分析をおこない、自尊心の高さ
による効果を検定したところ、各フィードバック条件にお
いて自尊心による有意な効果はみられなかった(脅威あり
条件: F (1, 17) = 2.48, ns; 脅威なし条件: F (1, 16) = 
3.36, ns)。また、フィードバックと関連した効果に、
SC-IAT タイプによる調整効果はみられなかった(Fs < 
1)。 
 
考察 
本研究は、自己価値が脅威にさらされた男性において、
女性という単一の対象にネガティブ評価概念を結びつけ
る潜在的偏見が生じるかを検討するものであった。結果
として、顕在的自尊心の高い男性において、ネガティブ・
フィードバックを受けた場合に、ネガティブ評価概念を結
びつける女性に対する潜在的偏見が生じるが、顕在的自
尊心の低い男性においてはそうした影響が生じないこと
が示された。この結果は、少なくとも顕在的自尊心の高い
男性において、自己価値への脅威が女性への潜在的偏
見を生じさせることを示している。顕在的自尊心の高い男
性は、肯定的な自己イメージを強くもつために、ネガティ
ブ・フィードバックによって自己イメージが脅かされたと感
じやすく、そのため自己価値を防衛する反応として外集
団をより否定的に評価したことが考えられる。先行研究で
は、顕在的自尊心の高い人は、脅威下におかれたときに、
顕在的態度における内集団バイアスを生じさせることが
示されてきた(Crocker et al., 1987)。特に本研究の結果
は、そうした影響が顕在的偏見だけではなく、潜在的偏
見においても生じることを示している。一方で、顕在的自
尊心の低い男性は、もともと自己イメージを低く認知して
いるために、ネガティブ・フィードバックを受けても自己価
値への脅威と感じにくく、自己防衛のための反応としての
潜在的偏見が生じにくかったのだと考えられる 4 )。 
本研究の結果は、石井・沼崎(2011)においては明確で
はなかった、女性に対する潜在的偏見が脅威下では強
まることを明らかにしたといえる。特に重要な結果は、顕
在的自尊心の高い男性は、脅威にさらされていないとき
には、女性に対する潜在的偏見をみせなかったが、自己
価値への脅威下においては、女性に対する潜在的偏見
をみせるようになっていたことである。これは、通常では
女性に対する潜在的偏見が生じていなくても、自己価値
への脅威下ではそれが強く生じ得ることを示している。先
行研究ではマイノリティ外集団のような、もともと潜在的偏
見が強くもたれる外集団に対して、自己価値への脅威下
においてはより強い潜在的偏見がもたれることが示され
てきたが、この結果から、それほど潜在的偏見がもたれ
ていない外集団に対しても、脅威下では潜在的偏見がも
たれ得ることが示唆される。 
脅威による効果には、石井・沼崎(2011)と同様に、潜
在的偏見と潜在的ステレオタイプ的偏見の違いはみられ
なかった。すなわち、脅威による潜在的偏見への影響は、
女性と一般的なネガティブ評価概念との結びつきと、女
性とステレオタイプと関連したネガティブ評価概念との結
びつきとで異ならなかった。このことから脅威にさらされ
た男性において、女性と一般的なネガティブ評価概念の
結びつきと、ステレオタイプ的なネガティブ評価概念との
結びつきという両方の潜在的偏見が強まることが考えら
れる。ただしこの効果については、本研究の手続き的な
点から別の説明可能性も考えられる。それは、常にステ
レオタイプ的偏見 SC-IAT を先に行い、一般的偏見
SC-IAT を後に行ったことによって、脅威によって潜在的
ステレオタイプ的偏見が生じ、そのことが一般的潜在的
偏見の増加につながった可能性である。石井・沼崎
(2011)では、順序のカウンター・バランスをとっているた
め、この可能性は低いものの、否定はできないため、測
定の順序を入れ替えることによって検討する必要がある
だろう。 
今後の方向性 
本研究は男性の女性に対する潜在的偏見を取りあげ
ることで、もともと潜在的偏見がもたれない外集団に対し
ても、脅威下においては潜在的偏見がもたれ得ることを
議論した。女性には好意的なステレオタイプがもたれる
側面もあるが、キャリア場面などにおいて、偏見や差別的
処遇を向けられ否定的に評価され得る面もある。そうした
ネガティブな側面も女性にはあるために、男性において
女性に対する偏見が生じやすかった可能性はある。脅威
下において潜在的偏見が生じる現象が、一般的に生じる
かを確かめるためには、他のさまざまな集団関係も取り
上げ、適用可能性を検討する必要があろう。 
また本研究は、自己価値への脅威にさらされた男性に
おいて、女性に対する潜在的偏見が生じることを示した。
逆に、女性が自己価値への脅威にさらされたときにも、男
性に対する潜在的偏見が生じる可能性がある。ただし、
現代においても残る男尊女卑という価値観から、男性の
ほうが女性よりも、異性を否定的に評価することで自己高
揚感を覚えやすく、偏見を自己高揚方略としても用いや
すいのかもしれない。今後の研究では、脅威下における
自己高揚方略の男女差について検討すべきだろう。 
本研究は、外集団である女性に対する潜在的偏見に
 注目したが、脅威は内集団である男性に対する潜在的態
度にも影響を与える可能性がある。これまでの研究で、
自己価値への脅威が内集団に対する好意的な潜在的態
度を生じさせるかどうかについてはほとんど検討されて
いない。今後は、男性が脅威下において男性への潜在
的態度を強めるのかについて検討することで、脅威と内
集団バイアスとの関わりをより明確にしていくべきであろ
う。 
脅威によって生じた潜在的偏見が、どのように顕在的
な偏見や差別的行動に影響を与えるかは検討すべきだ
ろう。Sinclair & Kunda(2000)は、女性に対する顕在的
態度が、自己価値への脅威下において否定的となること
を示している。特に女性に対する顕在的偏見や差別的行
動は、アンビバレントで微妙な形態をもつことが多い 
(Glick & Fiske, 1996, 2001)。今後は潜在的偏見と顕在
的偏見の両方を測定することで、その関係性について明
らかにしていく必要があるだろう。 
本研究は、顕在的自尊心の高さについて考慮し、高い
顕在的自尊心をもつ場合に、脅威を受けることで潜在的
偏見が生じることを示した。しかし、高い顕在的自尊心を
もつ人の中でも、潜在的自尊心の傾向が異なれば、脅威
による影響が異なる可能性が指摘されている(Jordan, 
Spencer, Zanna, Hoshino-Browne, & Correll, 2003; 
Jordan, Spencer, & Zanna, 2005)。潜在的自尊心とは、
非意識的に自己とポジティブさを結びつける傾向のこと
をさす (Greenwald & Banaji, 1995)。 Jordan et 
al.(2005)は、顕在的自尊心は高いが潜在的自尊心が低
い場合には、脅威によって外集団に対する差別行動が
生じるが、顕在的自尊心と潜在的自尊心がともに高かっ
た場合は、脅威にさらされたとしても差別行動が生じない
ことを示している。こうした潜在的自尊心と顕在的自尊心
の効果は、潜在的偏見にも影響を及ぼす可能性がある。
今後の研究においては、顕在的自尊心のみではなく、潜
在的自尊心の高さも考慮することによって、人が脅威に
対してどのように対処するのかについての、詳細な検討
をする必要があるだろう。 
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註 
1) 本研究は平成 18 年度に東京都立大学大学院人文科
学研究科に提出された修士論文の一部を加筆修正し
たものである。本研究は科学研究費補助金の補助を受
けた(基礎研究(C) 課題番号 19530559)。成果の一部
は、The 9th annual meeting of Society for Person-
ality and Social Psychologyにおいて発表した。 
2) 単語の感情価については、石井・沼崎(2009)において、
一般的好ましさの調査が行われており(7件法、1: 非常
に好ましくない～7: 非常に好ましい)、ポジティブ語
( M = 5.90)、ネガティブ語( M = 2.33)、男性関連ポジ
ティブ語( M = 5.60)、女性関連ネガティブ語( M = 
2.70)であった。また石井・沼崎(2011)は、これらの語の
男女との関連性についても、男性 10 名を対象に調査
を行った(7 件法、1: 男性に関連する～7: 女性に関連
する)。一要因四水準の ANOVA の結果、有意な差が
得られた( F (3, 27) = 37.56, p < .001)。Bonferroniの
検定により、女性関連ネガティブ語( M = 5.50)と3つの
単語カテゴリの評定値を比較したところ、ポジティブ語
( M = 3.94, p < .001)、ネガティブ語( M = 3.90, p 
< .001)、男性関連ポジティブ語( M = 2.92, p < .001)
のすべての単語カテゴリとの間に差がみられ、最も女
性と関連すると評定された。また男性関連ポジティブ語
は、ポジティブ語( p < .05)と差がみられ、ネガティブ語
( p < .10)とも有意に近い差がみられ、より男性と関連す
る単語として評定された。ポジティブ語とネガティブ語と
の間に有意な差はみられなかった。 
3) IAT 得点は一般に一致ブロックと不一致ブロックの反
応潜時の差から算出されるが、反応潜時は個人差によ
って影響を受けやすい。そのため、D 値では個人差の
変動を調整するために、反応潜時の差を全体の標準偏
差で割る(詳細は、Greenwald et al., 2003) 
4) 本研究はフィードバックの操作として、課題の難易度を
変えるという方法も用いた。このため、フィードバックあ
り条件で困難な課題をしたことによって制御資源枯渇
(Baumeister, Bratslavsky, Muraven, & Tice, 1998)
が生じ、潜在的偏見が強まった可能性も考えられよう。
ただし、いくつかの理由でこの可能性は低いと考えら
れる。まず、制御資源枯渇が生じた場合には、あらかじ
め顕著であった反応がより顕著となると考えられること
である。もし、もともとあった潜在的偏見がより顕著にみ
られるようになったならばそうした可能性は考えられる。
 しかし、自尊心高条件の結果のパターンをみると、フィ
ードバックなし条件では潜在的偏見はみられず，かつ
有意ではないものの数値的には負の値というポジティ
ブな潜在的態度がみられた。そしてフィードバックあり
条件においては、そうした傾向から一転して、潜在的偏
見が強くみられるようになった。すなわち、もともとみら
れなかった自動的反応が、操作によって生じるようにな
った。こうしたように、もともとの反応とはベイレンスの異
なる反応が生じたため、制御資源枯渇とは異なる要因
による影響と考えられる。また、自尊心の調整効果があ
ることからも、制御資源の枯渇による影響とは考えにく
い。
 
 
 
The effects of threat to self-worth on implicit prejudice of men toward women 
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The present study investigated whether men who perceived a threat to their self-worth would show a stronger im-
plicit prejudice toward women. Male participants, who had completed the Rosenberg Self-Esteem Scale previously, 
either received a negative feedback on their intelligence and personality in the initial tests or did not receive such a 
feedback. Subsequently, they completed a single-category IAT (Karpinski & Steinman, 2006) that measured implicit 
prejudice toward women. We found that male participants with a high explicit self-esteem showed a stronger implicit 
prejudice in the negative feedback condition than those in the non-feedback condition did. This result suggests that 
when faced with a threat to self-worth, men may attempt to restore it by devaluing and derogating women. 
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